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太古代～古生代までの長大な時間軸を持ち，ま
た広域的に高温の変成作用を被っている南極の複
雑な地質発達史を紐解く上で，ジルコン結晶を用
いたU-Pb年代はきわめて重要なデータを提供し
てきた．1990年代はじめ頃までの知見によれ
ば，南極大陸の原型は約10億年前の超大陸ロ
ディニアに伴って形成し，その後の超大陸ゴンド
ワナ形成に至るまで南極大陸は一貫して安定した
地塊として扱われてきた（例えば Hoffman, 
1991）．
その後，イオンマイクロプローブを用いたジル

コンの局所分析が南極の地質研究にいち早く導
入され（例えばShiraishi et al., 1994），その結
果，東南極には広くカンブリア紀の変成イベント
が卓越することが明らかになった．それによ
り，南極大陸を含むゴンドワナ超大陸の地質や
形成過程は大きく塗り替えられた．すなわち，南
極大陸は約10億年前の超大陸ロディニアの時期
には少なくとも３つの地塊（MP : M a u d 
Province, RP: Rayner Province, WP: Wiles 
Province）に分かれていて，その後，約6～5億
年前に２つの大規模な縫合帯（EAAO: East 
African-Antarctic Orogen, PO: Pinjarra 
Orogen）を介して順次付加・集積してゴンドワ
ナ超大陸を形成した（図１）．
南極大陸の核となる大古代～原生代初期の古い

地殻断片（図１，A: Terre Adelie, C: southern 
Prince Charles mountains, G: Grunehogna, M: 
Miller Range, N: Napier Complex, S: 
Shackleton Range, V: Vestford Hills）に関する
データも蓄積してきた．特に，約40-38億年前の
地球最古に匹敵する年代値が報告されているナピ
ア岩体の年代研究は初期のイオンマイクロプロー
ブのジルコン研究のターゲットとして注目を集め
た（例えば，Williams et al., 1984; Black et 
al., 1986）．
1999年に国立極地研究所に国内2台目の

SHRIMPが導入され，それに伴って南極大陸，特
に日本の南極観測がカバーするドロンイングモー

ドランドからエンダビーランドにかけての地域の
年代研究が精力的に進められた．太古代末期の超
高温変成岩体であるナピア岩体の周囲に，昭和基
地周辺から西方に広大な約６～５億年前の変成岩
地域が広がる．その原岩形成も，昭和基地のある
リュツォ・ホルム岩体周辺では太古代から原生代
の様々な古い地殻物質が寄与するのに対して，や
まとベルジカ岩体～セールロンダーネ山地からさ
らに西方にかけての地域には約10億年前の初生
地殻が広く分布している．そうした最新の年代研
究の成果として，図２と図３にみられるような地
質区分と年代がまとめられている（Shiraishi et 
al., 2008，Hokada et al., 2008）．
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図１　約５億年前のゴンドワナ超大陸における南極大陸と周辺地域の地質対比

図２　日本の南極観測の活動範囲の地質区分
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図３　日本の南極観測の活動範囲の地質年代表


